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長期間の 2型比の変動は 2世代周期であった。そこで負の頻度依存選択の数理モデルを構築し、 2型比の
経時的変化を予測したところ、実iRIJ値とi司様、 2世代周期で振動することが示されたという。室内飼育した
羽化直後の雌を解剖して卵巣内の卵数を測定したところ、オス型が小卵多産のァ戦略者的、メス型が大卵少
産のK戦略者的な繁殖戦略をもっていた。型間の繁殖戦略の違いは、平衡頻度を偏らせる可能性が高い。
2型比の緯度勾配では、高緯度ほど個体群中のオス型の割合が高いという。卵巣内の卵巣小管数は、低緯
度では、メス型のほうがオス型よりも多いが、北緯 36度から本種の分布北限(北緯約 40度)までの地域で
はオス型のほうが多くなっていた。数理モデルは、野外で観測されたような滑らか緯度勾配が形成されるこ
とを予測している。したがって、本研究は、地域個体群における遺伝的多型の維持における負の頻度依存選
択の寄与をはじめて包括的に明らかにしたといえる。
よって、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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